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留意事項
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 本資料では、全セクターの企業に関連する主要な変更点につい
て取り上げます。軽微な変更点やセクター固有質問での評価基
準の変更点については、こちらの資料をご確認ください。

リンク先の評価基準資料は、右上に表示される言語ボタン
より日本語に切り替えることも可能ですが、日本語版は最
新の情報を反映できていない場合がございます。公式な情
報としては英語版をご覧いただき、日本語版は補足情報と
してご活用ください。

 質問書のガイダンス及びスコアリング基準は、最新のベストプ
ラクティスの反映や、回答データの質の向上等を目的として、
開示サイクルの途中で更新される場合がございます

https://guidance.cdp.net/en/tags?cid=47&ctype=theme&gettags=0&idtype=ThemeID&incchild=1&microsite=1&otype=ScoringMethodology&page=1&tags=TAG-609&tgprompt=TG-124%2C


スコアリングの概要
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スコアリングアプローチ：2023年の重み付けの変更

49 

質問のカテゴリー 2023 マネジメントの重み付け 2023 リーダーシップの重み付け

土地関連データ 10% 10%

消費・生産データ 7% → 9% 3%→ 7%

森林リスク・影響評価 7% 7%

森林関連のリスク 7% 7%

森林関連の機会 5% 5%

ガバナンス 6% 6%

方針とコミットメント 12% → 10% 12% → 10%

事業戦略 3% 3%

目標 10% 10%

トレーサビリティ 12% 12%

認証 10% 12% → 10%

エンゲージメント 10% 10%

最終承認 1% 1%

100％情報開示 0% 2%



スコアリングアプローチ：カテゴリー

2023年のフォレ変更ストのスコアリン
グのカテゴリーにはありません。

既存のカテゴリーに新しい質問が追加
されました。

質問のカテゴリー

土地関連データ

消費・生産データ

森林リスク・影響評価

森林関連のリスク

森林関連の機会

ガバナンス

方針とコミットメント

事業戦略

目標

トレーサビリティ

認証

エンゲージメント

最終承認

100％情報開示
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F1.5b

F2.3

F6.10c



フォレスト質問書

6



企業は、1つのコモディティにつき、1つのスコアを受

け取ります。

木材、パーム油、畜牛品、大豆は採点対象です。

天然ゴム、ココア、コーヒーも回答可能ですが、これ

らのコモディティは採点対象外となります。

写真クレジット：
コロンビア東部平原の牛 - Neil Palmer, CIAT;

カメルーンの木材マーケット - Ollivier Girard, CIFOR;

Jukwa村でのパーム油生産 - Ghana oneVillage Initiative;

コロンビア東部平原のカリマグアでの大豆 - Neil Palmer, CIAT
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スコアリングの対象となるコモディティ主導の質問書

スコアリングされるには、企業は質問F0.4で以下
のことを行う必要があります：

• スコアリングの対象となる4つの森林リスクコモ
ディティのうち、少なくとも1つについて「はい
、開示する」を選択する。

• 企業が展開するバリューチェーンのステージを
開示する（例：生産、加工、販売）。



スコアリングの変更
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質問レベルでの変更：各レベルで推奨されるアクションを反映させるため、
または、テーマ間の整合性を図るために基準を更新

スコアリング変更の概要

Aリスト基準：森林関連の課題におけるベストプラクティス・アクションを反映さ
せるために変更

報告書とデータの質の向上：テキストベースのスコアリングを削除し、推奨される
アクションを明確にするために基準を修正

新規の質問・質問の修正：スコアリング基準の修正



2023年

フォレスト Aリスト基準
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フォレスト Aリスト基準
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2022年 Aリスト基準

• 重大な除外項目は報告されていない（F0.5a）

• 各除外項目の根拠、重大性の表示、コモディティ使用量の定量的指標を報告すること。

• 直近の合併、または、買収は重大な除外とは判断されない。―合併・買収が発生した年、及び、これらに
ついていつから報告に含めるかを報告しなければならない。

• すべての事業とサプライチェーンの包括的かつ徹底したリスク評価（F2.1a）

• 森林減少および森林劣化に関連するコミットメントに対する行動を示す。

• 森林方針（F4.5）、公開のコミットメント（F4.6）、目標（F6.1）、トレーサビリティシステム（F6.2）
、コンプライアンスの監視（F6.4）、直接サプライヤーとの関わり（F6.8）、外部イニシアティブでの関
わり（F6.10/F6.11）について「はい」を選択しなければならない。

• 森林方針に森林減少および/または転換の排除のコミットメントを含める(F4.5a)、

• 森林減少および/または転換を行わないという公開のコミットメントを掲げている（F4.6b）、

• 十分なトレーサビリティのある地点までのコモディティ量の90%のトレーサビリティ（F6.2a）、または
コモディティ量の70%の認証（F6.3）のいずれかを持っていること。



• 重大な除外事項：

• F0.7a（旧F0.5a）：最近の合併や買収に

よる除外は、報告年度に発生し、次年度
に含まれる予定であること。

• 重大な除外に関する要件が、森林方針（
F4.5a）およびトレーサビリティシステ
ム（F6.2）にも適用される。

• 企業は、これらの除外について、それぞ
れの除外の根拠とコモディティ量の割合
を含む説明を提供する必要がある。

• それができない企業は、フォレスト A 

リストの対象外となる。

フォレストAリスト基準
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2023年 Aリスト基準

F4.5a F6.2



• 既存のチェックに加え、企業は以下の項目を満たさな
ければならない：

• 全コモディティの生産・消費量および全森林リス
ク国の原産地を報告する（F1.5cの全マネジメント
ポイント）。

• 自社の土地における自然生態系の転換を監視する
（該当する場合、F1.3）。

• サプライチェーンにおける森林減少・転換のフッ
トプリントを監視または推定する（F1.7）。

• 森林減少および/または転換なしのコミットメント

にリンクした少なくとも一つのコモディティ固有
の目標を持つ（F6.1a）。

• 森林減少および/または転換なしのコミットメント
を順守している数量が90%以上である（F6.4a）。

フォレストAリスト基準
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2023 Aリスト基準
F1.7



質問レベルの変更
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質問レベルの変更点

主な基準の変更点&新しい質問 100％開示
土地関連データ
消費・生産データ
森林リスク・影響評価
森林関連のリスク
森林関連の機会
ガバナンス
方針とコミットメント
事業戦略
目標
トレーサビリティ
認証
エンゲージメント

F0.7a

F1.3, F1.7, F6.4a, F6.5, F6.12a

F1.5a、F1.5b*、F1.5c

F1.6a, F2.1a, F2.1b, F2.2a, F2.3*。
F3.1b

F3.2a

F4.1a, F4.1b, F4.1c, F4.2, F4.3a

F4.5a, F4.6b

F5.1

F6.1a, F6.1b

F6.2, F6.2b

F6.3a

F6.7, F6.8, F6.9, F6.10b, F6.10c*, F6.11

その他のマイナーチェンジ 森林リスク・影響評価
森林関連の機会
ガバナンス
方針とコミットメント
トレーサビリティ
土地関連データ
エンゲージメント

F2.2

F3.2b

F4.1d

F4.6

F6.2a

F6.6a

F6.10, F6.10a



モジュールF0：イントロダクション
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（F0.7a）開示に含まれていない直接操業またはサプライチェーンの部分はありますか。

【質問の修正】（2022：F0.5a）

報告を明確にするために新しい列と選択項目

ポイントを獲得するためには、企
業は少なくとも1つの行を追加し、

その行で関連する森林リスク・コ
モディティを選択する必要がある

注：列が追加されていないコモ
ディティに対して企業がペナルテ
ィを受けることはない



（F0.7a）開示に含まれていない直接操業またはサプライチェーンの部分はありますか。
【質問の修正】（2022：F0.5a）

レポーティングを明確にするための新しい列と選択項目

リーダーシップの採点では、除外の根
拠と重大性を示すことを求める

直近の合併、買収は、合併買収が報告
年に起き、且つ、合併買収によるデー
タが翌報告年に組み込まれることを求
める



モジュールF1：現在の状況
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（F1.3）開示したコモディティの生産のために使用され、貴社が所有・管理している土地に
関する詳細を記入してください。

リーダーシップ：

所有・管理している土地におい
て自然生態系の転換面積がない
ことを奨励する。

マネジメント：
企業は、2020年以前の指定期限
以降から、または過去5年間に変

換された総面積を監視し、報告
する必要がある。

主要な列の完成を奨励する旧マ
ネージメントの基準は、認識の
基準へ移動。
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（F1.5a）貴組織の生産および/または消費の数値と、森林減少および/または自然生態系の
転換がないと検証されたコモディティ量の割合を開示します。

認識でポイントを獲得する
ためには、開示基準で満点
が必要になりました。

マネジメントでポイントを
獲得するためには、認識基
準での満点が必要になりま
した。

リーダーシップのスコアリングの導入：
コモディティの生産量／消費量の完全な
開示と、森林減少／転換がないことを証
明することを奨励する。
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（F1.5b) 貴社のサプライチェーンの段階に関連するDCF（森林減少および／または自然
生態系の転換がない）量および非DCF量の内訳を、それぞれ検証の獲得方法およびトレー
サビリティのレベルに従って回答ください。[新しい質問］

開示と認識で採点

適用されるすべてのコモディティについて、DCFおよび非DCFの
行が存在する。

認識で満点を獲得するためには、開
示での満点が必要であり、かつパー
センテージが100%になる必要があ
る（±5%）。

*DCF = deforestation/conversion-freeの略です。
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（F1.5c）開示したコモディティについて、原産地の国および/または地方の法律管轄区域
で調達された生産量/消費量の割合を示します。(2022年：F1.5b)

2022

マネジメントレベルでのスコアリ
ングでは、透明性のある完全な報
告を重視するようになった。

マネジメントでのスコアリングで
は、2023年のAリスト基準と連動
している。
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（F1.7）過去5年間にわたって、または指定期限以降に、貴社の開示したコモディ
ティに関して貴社が森林減少または自然生態系の転換フットプリントを評価したかを
示し、具体的にお答えください。

リーダーシップ・スコアリングの導入：

消費量の全量をモニタリングでカバーするこ
とを求める。

マネジメントのスコアリングの強
化：企業は、2020年以前、または
過去5年間の森林減少/転換のフッ

トプリントを監視し、報告しなけ
ればならない。
（F1.3と同様の評価観点）



モジュールF2：手順
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（F2.1a）森林関連リスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択し
てください。

リスクアセスメントで考慮され
る問題やステークホルダーを奨
励する新しい認識レベルでの基
準（旧マネジメント基準viおよ
びviiに代わるもの）。



（F2.1a）森林関連リスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択し
てください。

旧リーダーシップ基準i)は削除され、リスクアセスメ

ントで考慮される主要な問題やステークホルダーに
焦点を当てるようになった。



（F2.1b）何故、貴社は森林関連リスク評価を実施していないのですか。

マネジメント基準を削除 -森林関連

のリスク・アセスメントがない企業
は、マネジメントのポイントを0/5

とする。

2022年マネジメント基準 2023年マネジメント基準

「主な理由」欄で「森林関連のリスク評
価を実施中」または「今後2年間でリス
ク評価プロセスを導入する予定」のいず
れかを選択し、「説明してください」欄
で以下のように回答した場合：

i）将来または継続的なリスク評価の範囲

且つ

ii) リスクアセスメントを実施し完了する
時期 - 2/5 ポイント

フォレストリスク・コモディティ1点に
つき最大2/5点まで利用可能です。

このルートでは、最大で0/5ポイントを獲得
することができます。

以下の質問においても、マネジメン
トでのスコアリングに同様の変更を
適用：
• F4.1c（取締役会レベルの監督が
ない企業）、

• F6.1b（森林に関する目標を持た
ない企業）、

• F6.2b（トレーサビリティシステ
ムがない企業）

注：企業は、全ての選択肢の「説明
してください」の列において、リス
ク評価を実施しなかった主な理由を
記載することでも、認識基準で満点
を獲得することが可能



(F2.2a) 開示したコモディティに関する貴社のバリューチェーンマッピングについて具
体的にお答えください。

マネジメントとリーダーシップのスコアリングを強化し、マッピングの対象となるサプライヤーの割合を評価する
。

採点ルートの修正：

生産者のみの企業は、バリューチェー
ンマッピングの範囲にサプライヤーを
含める必要はない。

マネジメントのスコアリングの改訂：

選択した層内で対象とされるサプライ
ヤー全体のうちの割合が90％以上の場
合、ポイントを付与する

リーダーシップのスコアリング導入：

バリューチェーン全体のマッピング（
F2.2）を奨励し、100％のサプライヤ
ーをカバーする。



モジュールF3：リスクと機会
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（F3.2a）選択した森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面
で重大な影響を及ぼす可能性があると特定された機会の詳細を回答してください。
[質問の修正］

新しい2つの列（気候変動質問書に沿った内容）



（F3.2a）選択した森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦

略面で重大な影響を及ぼす可能性があると特定された機会の詳細を回答してください。
[質問の修正］

マネジメント基準 i）の明確化

旧リーダーシップ基準 ii）および
iii）をマネジメントレベルに移行
した。v

機会を実現するためのコストに関
する新たな列を採点するための新
しいリーダーシップ基準 ii）。

戦略の説明を求める旧マネジメン
ト基準ⅱ）は削除された。



モジュール F4: ガバナンス
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（F4.1a）取締役会における森林関連の問題の責任者の職位を特定します
(個人の名前は含めないでください)。[質問の修正］

従来のリーダーシップ基準がマネジメント基準へ移行；

個人の責任に関する説明を求める従来のマネジメント基準
が、「報告年から2年以内に個人または委員会によりなさ

れた森林関連の決定事項の例が記載されている」という基
準に変更された。

リーダーシップレベルのスコアリン
グを廃止



（F4.1b）森林関連の問題に対する取締役会の監督に関する詳細を記入します。
[質問の修正］

新しいマネジメントの前提条件

新しいマネジメント基準では、
「森林関連の問題が組み込まれて
いるガバナンスのメカニズム」欄
で3つ以上の選択肢が選択されてい
る場合、ポイントを獲得。

リーダーシップ基準
でのスコアリングを
廃止

認識レベルでの基準の変更：
「頻度」と「ガバナンスメカ
ニズム」の両方の列で選択肢
を選ぶことを要求するように
なった。



（F4.2）森林関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または委員会を記入
します（個人の名前は含めないでください）。[質問の修正］

従来のリーダーシップの基準は、マネ
ジメント基準（ⅰ、ⅲ）に移された。

旧マネジメント基準 i）を変更し、少
なくとも3つの森林関連責任を奨励す
る（現基準ii）。

マネジメントのスコアリ
ングの改訂 -森林関連の

責任と取締役会への報告
の詳細に関するテキスト
ベースのスコアリングが

削除された。



リーダーシップ基準での採点が改訂され、森林関
連の経営責任と取締役会レベルの森林関連問題の
監督との関連性が奨励されるようになった（F4.1b

の項目）。

（F4.2）森林関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または委員会を記入
します（個人の名前は含めないでください）。[質問の修正］

全基準については、スコアリングメソドロジーをご
参照ください。

F4.2

F4.2での選択とF4.1bでの選

択を照合し、関連性がない場
合はポイントを付与しない

リーダーシップポイントを獲
得するためには、関連するす
べての選択が指定された基準
を満たす必要がある



（F4.3a）森林関連の問題の管理に関して、経営幹部レベル役員または取締役にどのよう
なインセンティブが付与されていますか(個人の名前は含めないでください)。[質問の修
正］

認識レベルでのポイントの
取得に、情報開示での満点
を必要とするように変更

マネジメントとリーダーシップの採点は、「実績指標
(Performance Indicator)」の新しい選択肢（森林減少およ

び／または自然生態系の転換）に対応し、従業員のインセ
ンティブに関する取締役会レベルの監督と関連付けるため
に改訂（質問F4.1b）。

注：マネジメント＆リーダー
シップのポイントは、「金銭
的報酬」の行に対してのみ付
与される



(F4.5a) 貴社の方針の適用範囲と内容について説明する選択肢を選択します。[
質問の修正］

新しく追加された列 新しく追加された列（採点対象外）

認識基準における新たな前提基準：

• 「全コモディティを対象とした森林に関する
一般方針」または、関連する森林リスクのコ
モディティを選択する必要がある

• 森林減少および／または自然生態系の転換を
行わないというコミットメントを方針に盛り
込むことが求められる

コンテンツ欄に選択項目が
追加された

この質問は、従来のF4.5a

（一般的な森林方針）と前
年 (2022年質問書) のF4.5b

（コモディティ別の森林方
針）を統合したもの



（F4.5a）方針の範囲と内容について、選択肢を選んで説明してください。[質問の修正］

リーダーシップでは、森林方針を実施するためのメ
カニズムを評価する基準を削除：森林方針の範囲と
内容により評価の焦点を当てる

方針の適用対象から除外される内容に関する説明：
企業は、除外の根拠および除外される生産量/消費
量を提示することを求めるように変更

FPICやILOの原則が方針に含まれる内容として選択
されていることを求めるように変更

旧マネジメント基準ⅷ）（レビュー頻度の詳細）
を削除

マネジメント

リーダーシップ

リーダーシップのスコアリングを受けるには、マネ
ジメントでの7点以上が必要になった



(F4.6b)貴社のコミットメントの詳細を、具体的な基準、対象範囲、アクションの内容
を含めて記入します。[質問の修正］

新たに追加された列

旧認識での基準ⅰ）は、前提条件
となった

新しい認識での基準ⅲ）：
AFiガイダンスに沿った2020年以

前の期限であること。



(F4.6b)貴社のコミットメントの詳細を、具体的な基準、対象範囲、アクションの内容
を含めて記入します。[質問の修正］

マネジメント基準 i）および ii）では

、その期限を選定した理由が求めら
れるようになった

...

マネジメントの前提条件が、認識ポ
イントでの3.5点から4.5点に引き上げ
られた

リーダーシップでポイン
トを獲得するためには、
コミットメントの目標日
が2025年以前である必要
がある

旧リーダーシップ基準 i）
とii）の組み合わせ

旧リーダーシップ基準
v）（2008年以前を期
限とする）を削除



モジュールF5：ビジネス戦略

43



（F5.1）森林関連の問題は、貴社の長期戦略的事業計画に何らかの形で組み込まれてい
ますか。もしそうであれば、どのように組み込まれていますか。

認識でのスコアリング基準の強
化：企業が森林関連の課題を既
にレビューできている場合に、
点数が付与される

マネジメント基準の改訂：

旧基準の「自社固有の説明」は、各行で
の具体的な内容に置き換えられた。

10年以上の時間軸を必要とするリーダー
シップの基準が削除され、Mポイントが
満点であればLポイントが満点になるよう
になった。

マネジメント基準 ii）では、以前は各行

における森林関連の取り組み事例を求め
られていたが、長期的目標達成のための
戦略の列のみ求められることになった。



モジュールF6：実践
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（F6.1a）森林関連の期限付きかつ定量的目標と進捗状況について具体的にお答えくださ
い。[質問の修正］

企業は開示レベルで満点を取得し、認識レ
ベルでポイントを取得するために、森林減
少ゼロおよび／または自然生態系の転換ゼ
ロに関連したコモディティ別の目標を報告
する必要がある

森林リスク・コモディティごとに1行のみ
が評価対象となる

新しい列が追加され、
「目標カテゴリー」と
「指標」の列を拡張

認識のスコアリング基準では、以下が求め
られる：
• 特定の目標カテゴリー（「その他」で
はない）

• 報告年度において実行中、または、達
成済み目標



(F6.1a) 森林関連の期限付き定量化可能な目標、およびその進捗状況を詳しく説明してくだ
さい。[質問の修正］

目標達成方法の説明を求める旧マネジメント基準ii

）が削除された。採点では、全コモディティ量を
カバーする全社的な目標、または目標のカバー範
囲の根拠を示すことが奨励される。

3つの異なる目標タイプを必要とするリーダーシップ
の前提条件を削除

（注：報告年度に実行中または達成済みの目標だけ
がポイント付与の対象になる）

AFiのガイダンスに基づき、目標年次が2025年以前の
目標のみがリーダーシップでのポイントを獲得できる

F4.6bの公開のコミットメントに関するスコアリング
とのクロスチェックを導入

マネジメントの全基準については、スコアリング基準をご覧ください。

...

パーセンテージ
ベースの目標の場

合のみ



(F6.2) 開示したコモディティの原産地を追跡、監視するために導入しているトレーサビリ
ティシステムがありますか。[質問の修正］

新しい列

新しいマネジメントの前提条件で
は、1) 直接および間接的なサプラ

イヤーからの量をトレーサビリ
ティシステムでカバーすること、
および、2) トレーサビリティシス

テムから除外されるものに対する
説明（除外根拠、消費量／生産量
における除外項目が占める割合を
含む）の詳細を提供することが求
められる。

2023年のフォレスト
Aリスト基準と連動



(F6.3a) 認証スキームを受けた貴社の生産および/または消費の量と割合の詳細内訳を記入
します。[質問の修正］

新しい列（開示レベルのみで評価）

採点方法の変更：
追加されたすべて
の行が採点される
ようになった

マネジメントのスコアリングが改定されました：

• 使用される加工・流通過程管理モデルの列で、アイデン
ティティ・プリザーブド（IP）またはセグリゲーション（
SG）を選択した場合、満点が与えられる。

• マスバランス（MB）の選択に与えられる1/2ポイント。

• 使用される加工・流通過程管理モデルの列で、該当なしの
選択に対してはポイントが認められなくなった。

マネジメント基準
ⅱ）認証スキーム
を維持するための
行動記述が求めら
れていたが、本要
件を削除

リーダーシップの採点が改
訂されました：

アイデンティティ・プリ
ザーブド（IP）、セグリ
ゲーション(SG)、マスバラ
ンス（MB)によって認証さ

れた量のみがポイントの対
象となる



（F6.4a）「転換および／または森林減少なし」のコミットメントを実践するためのシス
テム、順守を監視するために使用される手法、定量的進捗、不順守プロトコルに関する詳
細を記入します。[質問の修正］

新しい列

マネジメントでポイントを獲得するには、以下の条件を満た
していることが求められる：
• 管理システム順守割合が81%以上。
• サプライヤーの管理システム順守割合が81％以上。
• サプライヤーの管理システム不順守への対応。

• 不順守サプライヤーの内、エンゲージしているサプライ
ヤーの割合が11%以上。

リーダーシップは、総量の91％以上

を順守し、非順守のサプライヤー
（該当する場合）には100％エン
ゲージメントすることを求める

マネジメント＆リーダ
ーシップの採点改訂：
テキストベースの採点
を削除



（F6.5）ブラジル森林法の貴社自身の順守および/またはサプライヤーの順守に関するデー
タを収集しているか、その方法と進捗状況について説明してください。[質問の修正］

自社の土地（生産者に対し
てのみ表示）に対して4行、

サプライヤー（加工業者／
取引業者に対してのみ表
示）に対して4行表示されま
す。両方当てはまる場合、8

行表示されます。



（F6.5）ブラジル森林法の貴社自身の順守および/またはサプライヤーの順守に関するデー
タを収集しているか、その方法と進捗状況について説明してください。[質問の修正］

マネジメントのスコア
リングにより、CARと
PRAのデータ収集で順
守率91％以上が推奨さ

れる。

リーダーシップのスコ
アリングにより、2008

年7月以降に総森林伐
採がなく、91%以上の

順守率を持つ土地につ
いてデータ収集を奨励

する。

該当しない行は、例外
となる。



（F6.7）農業のグッドプラクティスを支援し、森林減少および／または自然生態系の
転換を削減するために小規模農家と協力していますか。

採点ルートBを削除-

マネジメント＆リーダーシップ
のポイントを獲得するためには
、企業が小規模農家とエンゲー
ジしている必要がある。

マネジメント基準 iii）は、従来
のリーダーシップ基準 i）に置

き換わるが、エンゲージメント
は報告年度からのものである必

要はない。



（F6.8）直接サプライヤーと協働し、森林関連問題への行動を促進しているかを教えてく
ださい。促進している場合は、そのエンゲージメントについて具体的にお答えください。[
質問の修正］

注：質問F6.9（間接サプライヤー
とのエンゲージメント）でも、質
問構成と採点基準について同様の
修正が適用されている

マネジメントスコアリングを明確化：「該
当なし」を選択した場合には、[エンゲー
ジメントの詳細]の欄で、「直接の取引先

がいない」ことが示された場合のみ、ポイ
ントが付与される。

リーダーシップスコアリングは、報告された
目標（新基準 ii）の達成に貢献する、森林減

少および／または自然生態系の転換の終結（
新しい前提条件）に関連する取り組みを求め
る

新しい列

新しい列

マネジメントとリー
ダーシップレベルで、
新しい選択肢でポイン
トが付与される。



（F6.10b）報告年中に持続可能な土地利用に対するランドスケープ/管轄アプローチによ
る貴社のエンゲージメントを具体的にお答えください。[質問の修正］

新しいマネジメント基準で
は「イニシアチブの設計・
実行において、エンゲージ
メントを行うパートナーの
種類」欄で、3つ以上の選択

肢が選択されていることが
求められる

新しい列

リーダーシップ・スコアリ
ングの改訂：

企業は共有の外部枠組みを
用いて進捗を監視する必要
がある



（F6.12a）規模、期間、およびモニタリング頻度を含むプロジェクトの詳細をお答えく
ださい。評価した成果を詳述してください。[質問の修正］

プロジェクト種別の拡大：

認識レベルでポイントを獲得する
ためには、企業はこれらのプロ
ジェクト種別（「その他」以外）
について報告する必要がある



（F6.12a）規模、期間、およびモニタリング頻度を含むプロジェクトの詳細をお答えくだ
さい。評価した成果を詳述してください。[質問の修正］

マネジメント基準 ii）

測定された成果を、プロジェクトから期
待できる利益に関する基準に置き換え

新しい列に対応するために明確化されたリーダー
シップの基準：

企業は、期待される利益がどのようにモニタリン
グされているか、またその結果を説明しなければ
ならない

マネジメント基準ⅲ）のプロジェクトの
主要な動機という評価要件を削除
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